
三菱ガス化学＜4182＞、日本ユピカ＜7891＞をTOBで子会社化

三菱ガス化学は5日、持ち分法適用関連会社でジャスダック上場の化学メーカー、日本ユピカに対して
子会社化を目的にTOB（株式公開買い付け）を実施すると発表した。日本ユピカの株主について現在3
0.92％を保有する東洋紡との2社のみにするのが目的。三菱ガス化学が日本ユピカの持ち株比率を現在
の38.04％から69.08％に引き上げる。日本ユピカはTOBに賛同している。

日本ユピカは1977年に不飽和ポリエステル樹脂事業部門を統合する目的で、三菱ガス化学が60％、東
洋紡が40％を出資して設立した。その後、1994年に株式を店頭登録した（2004年からジャスダック
上場）。非公開化を通じて機動的に意思決定が可能な経営体制の構築を目指す。

買付価格は1株3000円で、TOB公表前日の終値1651円に81.71％のプレミアムを加えた。買付予定数
は85万2869株。買付代金は25億5860万円。買付期間は2月6日～3月23日の30営業日。公開買付代理
人は野村証券。決済の開始日は3月30日。


